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研究成果の概要（和文）：　英語学習タスクではしばしばタスク前に計画時間が与えられるが、それがペアの会話パタ
ンに与える影響については十分に理解されていない。本研究では、ディスカッション形式のスピーキングタスクにおい
て、計画時間が会話パタンに与える影響について検証を行った。また、海外留学の前後の2回実施し、異なる習熟度に
おける会話パタンについても検証を行った。
　その結果、計画時間を与えることで話者がモノローグスタイルを取るようになり、本来の目的であるインタラクショ
ン能力を十分に測ることができないことがわかった。また、留学前後で第二言語スピーキング運用力の改善が見られた
にもかかわらず、会話パタンの変化は見られなかった。

研究成果の概要（英文）：The effects of pre-task planning time in speaking tasks on conversational 
patterns have not been sufficiently understood. Using a complex dynamic systems approach including 
dynamic descriptive methods, the aim of this research was to investigate the effect of pre-task planning 
in a paired task among learners before and after study abroad experience. The analysis revealed the 
possibility of a contrastive mode of discourse under the two planning conditions, raising concerns that 
planning might deprive learners of the chance of demonstrating their abilities of interacting 
collaboratively. In addition, despite increased proficiency through study abroad experience, pre-task 
planning tended to give identical effects on their conversational patterns between before and after study 
abroad.
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１．研究開始当初の背景 
(1)近年、日本の英語学習環境において、コミ

ュニケーション重視の英語授業の必要性が主

張されているが、実際の現場では十分な成果

が得られていない。世界的な外国語教育の趨

勢として、これまでの第二言語習得論の研究

成果に基づく「タスクを中心とした外国語教

育(Task-Based Language Teaching: TBLT)」

の有用性が確立している。 

 過去２０年以上に渡ってTBLT研究は認知的

アプローチを理論的基盤として発展してきた。

この理論ではタスクは学習者に与えるインプ

ットであり、様々なタスク（インプット）を、

様々な条件下で与え、どのようなアウトプッ

トを引き出すことができるか研究されてきた。

また、これらの研究では多くの学習者のデー

タを集め、グループの平均値を比較して統計

分析を行う、還元主義的(reductionism)アプ

ローチが主に取られてきた。 

 

(2)過去２０年に渡ってTBLT研究は大きな進

展を遂げ、教室での外国語学習に多くの示唆

を与えてきたが、還元主義的アプローチだけ

では、十分に説明できない結果も多く報告さ

れ、第二言語データをグループで扱う認知的

アプローチの限界を指摘する研究者も多い。

そのような中、近年注目を集めている複雑系

理論(complex dynamic systems)に基づくアプ

ローチでは、個々の学習者の個別性と変化に

注目する。このアプローチでは、個々の運用

について詳細な記述を行い、還元主義的な手

法では拾い上げることができなかった重要な

変化に注目する。 

 

（３）申請者らはこれまで、ディスカッショ

ン形式のタスクにおいて、日本人英語学習者

の英語スピーキング運用力が、計画時間を与

えることによってどのように改善するかを調

査し、英語習熟レベルの低い学習者では、計

画時間を与えても、統計的に有意な改善が見

られないことを確認した。さらに言語テスト

環境下において会話分析の手法を用いて詳細

な分析を行ったところ、計画時間がない場合

には、お互いに対話を繰り返しながら、協力

して会話を構築していったのに対して、計画

時間が与えられた際には、モノローグのよう

にお互いがそれぞれの発言を繰り返す傾向が

あることを発見した。 

 
２．研究の目的 
 上記の背景およびこれまでの研究成果をも

とに、本研究では複雑系理論のアプローチを

用いることで、学習者がお互いどのように協

力しながら会話を構築していくのかについて

調査する。また、留学前と留学後の2回データ

を採取することで、同じ学習者が異なる習熟

度においてどのような会話パタンが見られる

かについても調査を行った。具体的には、以

下の点について明らかにすることを目的とし

た。 

 

(1) これまでの研究で試みた研究手法をさら

に多くの学習者にも適用することで、会話構

築プロセスの総合的な理解を深める。特に学

習者がお互いに協力しながら構築していくダ

イアログを一つの系（システム）としてとら

え、タスクに取り組む時間的経過とともに会

話システムがどのように展開するかについて

知見を得る。 

 

(2) 複雑系理論に基づく「ダイナミック記述

法 (dynamic descriptions)」及び会話分析手

法を使い、計画時間の有無によりどのような

会話構築パタンの違いが見られるか検証する。

具体的には、ターン・テイキング（発話順序

の交代）に注目し、各ターンでの発話量の変

化をグラフ化、数種類のパタンに分類し、ど

のように会話が構築されていくか、計画時間

の有無により、顕著な違いが見られるかにつ

いて詳細な分析を行う。 

 



３．研究の方法 
 研究の参加に同意した32 名を二人一組で

16 のペアに分け設備のある部屋に来てもら

い、留学前スピーキングデータの採取を行っ

た。 

 手順は、ウォームアップタスクを行った後、

２ 回の異なる内容のタスクを実施した。１回

目または２回目のタスクいずれかの前に３分

間の計画時間を与えた。タスク及び計画時間

の与える順序による影響をできるだけ少なく

するため、各ペアが異なる順序でタスクを実

施するように工夫した。タスクはケンブリッ

ジ英検のFCE (First Certificate in English)

から４つ（タスクA-D）を準備し、その中から

２つをランダムに使用した。 

 データ分析は、以下の２つの側面から行っ

た。 

(1)ダイナミック記述法：タスク実施から得ら

れた64 の留学前後の会話（16 ペア×計画時

間有・無×留学前・後）を、ターン・テイキ

ングごとの発話量でグラフ化し、その変化の

パタンを分類した。ダイナミック記述法とは、

時系列で集められたデータをビジュアル化す

ることで、変化にある特定のパタンが見られ

るか分析を行う複雑系理論の研究手法の一つ

である。 

(2)会話分析：パタン分析だけでは測ることが

できない、意味構築プロセスを検証した。会

話分析は、録音された会話の詳細な記述を分

析することで、２名の会話者がどのように意

味を構築しているかを検証する分析方法であ

る。 

 

４．研究成果 

(1)留学前後の習熟度の変化：4ヶ月間または

10ヶ月間の英語圏大学での留学経験の結果、

「流暢さ」「複雑さ」「正確さ」の側面で改善

が見られた。特に、留学後は多くの学習者に

「語彙的フレーズ(lexicalized phrases)の

使用が顕著に見られ、流暢さの改善に影響を

与えていた。また、複雑さにおいては、特に

関係詞節を使用する頻度が増えていた。 

 

(2)計画時間の有無による会話パタン： 

 １ターンの発話量の変化をダイナミック記

述法の手法を用いて分析した結果、計画時間

なしの場合、お互いが短いターンを繰り返し

ながら会話を構築していく傾向が見られた

（図１）。 

 その一方、計画時間があった場合、最初は

ターンごとの一人の発話量が多くなり、その

後急激に会話が停滞する傾向が見られた（図

２）。 

 

図１ 計画時間なしのターン数の変化 

 

図２ 計画時間有りのターン数の変化 

 

 一つ目の計画時間なしの場合には、学習者

はそれぞれまだ話す内容が決まっていないた

め、話す内容を探しながら会話を進めていく

必要がある。その結果「協力的

(collaborative)」なパタンが生まれたと考え

られる。その一方、計画時間がある場合には、

すでに自分が話す内容を準備している。その

ため、まず自分の考えを伝えようとして「並



行的(parallel)」パタンが生まれるが、その

後は話す内容がなくなってしまい、会話が停

滞してしまったと考えられる。また、計画時

間が有る場合には、一方が会話全体と独占し

てしまう「非対称(asymmetrical)」パタンも

生まれやすくなった。 

 

(3)留学前後の会話パタンの変化：本研究実施

前には、留学前と留学後で習熟度が変化する

のに伴い、典型的な会話プロセスのパタンに

も顕著な変化が見られることを予測した。し

かし、留学前後で習熟度の違いが見られたに

もかかわらず、計画時間の有無の間に見られ

た会話パタンの違いは留学後も変化が見られ

なかった。つまり、計画時間がない場合はお

互いが協力しながら会話を構築した一方、計

画時間なしではそれぞれが一方的に発話をす

る並行的パタンが留学後にも見られた。 

 

(4)本研究結果から、計画時間の有無が会話パ

タンに大きな影響を与えることが観察できた。

さらに、留学前後で大きく習熟度が変化した

にもかかわらず、会話パタンが変わらなかっ

たことから、計画時間の有無が会話パタンに

与える影響の大きさを推察することができる。 

 先行研究では、計画時間を与えることで第

二言語スピーキング運用力が改善することが

報告されているが、本研究結果から会話にお

いては必ずしも学習者の「インタラクション

能力(interactional competence)」の伸張に

繋がらない可能性がある。 
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